
(57)【要約】

【課題】検出すべき患部体内組織を挟んだ状態をより確

実に確認でき、かつ、患部をより安全に処置できる高周

波切開器具を得ること。

【解決手段】内視鏡を介して体腔内に挿入される挿入部

と；前記挿入部の遠端部に取り付けられ、高周波電圧を

与える導電性ワイヤに接続し、対向する湾曲表面を有し

、かつ、開いた位置と閉じた位置との間で可動な一対の

電極と、を備えた、内視鏡用の高周波切開器具において

、前記開いた位置では、前記一対の電極が、前記対向す

る湾曲表面が所定間隔離れるまで、移動し、前記閉じた

位置では、前記一対の電極は移動せず、該一対の電極は

横方向に所定間隔を保って留まる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 と ；
　 前 記 挿 入 部 の 遠 端 部 に 取 り 付 け ら れ 、 高 周 波 電 圧 を 供 給 す る 導 電 性 ワ イ ヤ に 接 続 し 、 対
向 す る 湾 曲 表 面 を 有 し 、 か つ 、 開 い た 位 置 と 閉 じ た 位 置 と の 間 で 可 動 な 一 対 の 電 極 と 、 を
備 え た 、 内 視 鏡 用 の 高 周 波 切 開 器 具 に お い て 、
　 前 記 開 い た 位 置 で は 、 前 記 一 対 の 電 極 が 、 前 記 対 向 す る 湾 曲 表 面 が 所 定 間 隔 離 れ る ま で
、 移 動 し 、
　 前 記 閉 じ た 位 置 で は 、 前 記 一 対 の 電 極 は 移 動 せ ず 、 該 一 対 の 電 極 は 横 方 向 に 所 定 間 隔 を
保 っ て 留 ま る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 の 高 周 波 切 開 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 一 対 の 電 極 は 鉤 形 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 切 開 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 一 対 の 各 電 極 は 、 そ の 遠 端 部 に 湾 曲 し た 先 端 を 備 え る 、 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 の
高 周 波 切 開 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 一 対 の 先 端 は 、 前 記 一 対 の 電 極 の 長 手 方 向 に 平 行 に 延 び 、 か つ 、 前 記 横 方 向 に 所 定
間 隔 離 れ て い る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 切 開 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 一 対 の 各 電 極 は 、 前 記 湾 曲 表 面 と 反 対 側 に 平 坦 な 外 表 面 を 備 え る 、 請 求 項 １ 記 載 の
内 視 鏡 用 の 高 周 波 切 開 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 一 対 の 先 端 及 び 前 記 対 向 す る 湾 曲 表 面 は 、 前 記 閉 じ た 位 置 に あ る と き 前 記 電 極 間 に
楕 円 形 の 空 間 を 形 成 す る よ う に オ ー バ ー ラ ッ プ す る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 切
開 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 一 対 の 電 極 は 、 前 記 横 方 向 に オ フ セ ッ ト し た 平 面 に 沿 っ て 前 記 開 い た 位 置 と 前 記 閉
じ た 位 置 と の 間 で 可 動 と な る 、 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 切 開 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 一 対 の 電 極 は 、 所 定 量 の 患 部 体 内 組 織 を 引 っ 張 る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ 記 載
の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 切 開 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 一 対 の 各 先 端 は 鋭 角 で あ る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 高 周 波 切 開 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 と ；
　 前 記 挿 入 部 の 遠 端 部 に 取 り 付 け ら れ 、 操 作 用 ワ イ ヤ に 接 続 し 、 対 向 す る 湾 曲 表 面 を 有 し
、 か つ 、 開 い た 位 置 と 閉 じ た 位 置 と の 間 で 可 動 な 一 対 の 顎 部 材 と 、 を 備 え た 、 内 視 鏡 用 の
切 開 器 具 に お い て 、
　 前 記 開 い た 位 置 で は 、 前 記 一 対 の 顎 部 材 が 、 前 記 対 向 す る 湾 曲 表 面 が 所 定 間 隔 離 れ る ま
で 、 移 動 し 、
　 前 記 閉 じ た 位 置 で は 、 前 記 一 対 の 顎 部 材 は 移 動 せ ず 、 該 一 対 の 顎 部 材 は 横 方 向 に 所 定 間
隔 を 保 っ て 留 ま る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 の 切 開 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 一 対 の 顎 部 材 は 鉤 形 で あ る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 切 開 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 一 対 の 顎 部 材 は 、 そ の 遠 端 部 に 湾 曲 し た 先 端 を 備 え る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 内 視 鏡 用
の 切 開 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 一 対 の 先 端 は 、 前 記 一 対 の 顎 部 材 の 長 手 方 向 に 平 行 に 延 び 、 か つ 、 前 記 横 方 向 に 所
定 間 隔 離 れ て い る 、 請 求 項 １ ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 切 開 器 具 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 一 対 の 各 顎 部 材 は 、 前 記 湾 曲 表 面 と 反 対 側 に 平 坦 な 外 表 面 を 備 え る 、 請 求 項 １ ０ 記
載 の 内 視 鏡 用 の 切 開 器 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 一 対 の 先 端 及 び 前 記 対 向 す る 湾 曲 表 面 は 、 前 記 閉 じ た 位 置 に あ る と き 前 記 顎 部 材 間
に 楕 円 形 の 空 間 を 形 成 す る よ う に オ ー バ ー ラ ッ プ す る 、 請 求 項 １ ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 切 開
器 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 一 対 の 顎 部 材 は 、 前 記 横 方 向 に オ フ セ ッ ト し た 平 面 に 沿 っ て 前 記 開 い た 位 置 と 前 記
閉 じ た 位 置 と の 間 で 可 動 と な る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 切 開 器 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 一 対 の 顎 部 材 は 、 所 定 量 の 患 部 体 内 組 織 を 引 っ 張 る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ０
記 載 の 内 視 鏡 用 の 切 開 器 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 一 対 の 各 先 端 は 鋭 角 で あ る 、 請 求 項 １ ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 の 切 開 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 双 極 高 周 波 切 開 器 具 に 関 し 、 特 に 、 鉤 形 の 電 極 を 有 す る 内 視 鏡 の た め の 切 開
器 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 患 者 の 体 表 に 置 か れ た 大 型 の 対 向 電 極 と 組 み 合 わ せ て ロ ッ ド 形 の 電 極 を 利 用 す る 高 周 波
切 開 器 は 、 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 で 知 ら れ て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 ロ ッ ド 形 電 極 の 近
傍 の 体 内 組 織 を 焼 灼 す る た め に 、 ロ ッ ド 形 電 極 と 対 向 電 極 と の 間 に 高 周 波 電 流 を 発 生 さ せ
る 。 一 方 、 上 記 ロ ッ ド 型 の 高 周 波 切 開 器 具 は 単 極 な の で 、 体 内 組 織 の 周 辺 領 域 に 大 き な 熱
衝 撃 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 高 周 波 切 開 器 具 の 欠 点 は 、 電 流 が 患 者 の 体 内 に 置 か れ た 一 方 の 電 極 か ら 外 側 体 表
に 置 か れ た 他 方 の 電 極 に 流 れ る の で 、 高 周 波 電 流 が 長 時 間 に 亘 っ て 連 続 的 に 発 生 し た 場 合
、 不 必 要 に 深 い 孔 を 体 内 組 織 内 に あ け る 可 能 性 が あ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 の よ う な 深 い 孔 は 、 電 流 を 間 欠 的 に 発 生 さ せ る こ と に よ り 回 避 で き る 。 し か し な が
ら 、 こ の よ う に 間 欠 的 に 電 流 を 発 生 さ せ つ つ 手 術 を 行 う と 、 手 術 に 要 す る 時 間 が 長 く な る
と い う 問 題 を 伴 う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 事 情 に よ り 、 比 較 的 短 い 手 術 時 間 で 必 要 と す る 深 さ の 切 込 み を 形 成 可 能 な 内
視 鏡 の た め の 双 極 高 周 波 切 開 器 具 が 望 ま れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 検 出 す べ き 患 部 体 内 組 織 を 挟 ん だ 状 態 を よ り 確 実 に 確 認 で き 、 か つ 、 患 部 を
よ り 安 全 に 処 置 で き る 双 極 高 周 波 切 開 器 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 と ； 前 記 挿 入 部 の 遠 端 部 に 取 り 付
け ら れ 、 高 周 波 電 圧 を 与 え る 導 電 性 ワ イ ヤ に 接 続 し 、 対 向 す る 湾 曲 表 面 を 有 し 、 か つ 、 開
い た 位 置 と 閉 じ た 位 置 と の 間 で 可 動 な 一 対 の 電 極 と 、 を 備 え た 、 内 視 鏡 用 の 高 周 波 切 開 器
具 に お い て 、 前 記 開 い た 位 置 で は 、 前 記 一 対 の 電 極 が 、 前 記 対 向 す る 湾 曲 表 面 が 所 定 間 隔
離 れ る ま で 、 移 動 し 、 前 記 閉 じ た 位 置 で は 、 前 記 一 対 の 電 極 は 移 動 せ ず 、 該 一 対 の 電 極 は
横 方 向 に 所 定 間 隔 を 保 っ て 留 ま る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 一 対 の 各 電 極 は 、 鉤 形 で あ る と 好 ま し く 、 ま た 、 そ の 遠 端 部 に 、 鋭 角 を 有 す る 湾 曲
し た 先 端 を 備 え る と 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 一 対 の 先 端 は 、 前 記 一 対 の 電 極 の 長 手 方 向 に 平 行 に 延 び 、 か つ 、 前 記 横 方 向 に 所 定
間 隔 離 れ て い る と 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 一 対 の 各 電 極 は 、 前 記 湾 曲 表 面 と 反 対 側 に 平 坦 な 外 表 面 を 備 え る と 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 一 対 の 先 端 及 び 前 記 対 向 す る 湾 曲 表 面 は 、 前 記 閉 じ た 位 置 に あ る と き 前 記 電 極 間 に
楕 円 形 の 空 間 を 形 成 す る よ う に オ ー バ ー ラ ッ プ す る と 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 一 対 の 電 極 は 、 前 記 横 方 向 に オ フ セ ッ ト し た 平 面 に 沿 っ て 前 記 開 い た 位 置 と 前 記 閉
じ た 位 置 と の 間 で 可 動 と な る と 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 一 対 の 電 極 は 、 前 記 閉 じ た 位 置 で 電 流 を 流 し つ つ 、 所 定 量 の 患 部 体 内 組 織 を 引 っ 張
る よ う に 構 成 す る と 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 ま た 、 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 と ； 前 記 挿 入 部 の 遠 端 部 に
取 り 付 け ら れ 、 操 作 用 ワ イ ヤ に 接 続 し 、 対 向 す る 湾 曲 表 面 を 有 し 、 か つ 、 開 い た 位 置 と 閉
じ た 位 置 と の 間 で 可 動 な 一 対 の 顎 部 材 と 、 を 備 え た 、 内 視 鏡 用 の 切 開 器 具 に お い て 、 前 記
開 い た 位 置 で は 、 前 記 一 対 の 顎 部 材 が 、 前 記 対 向 す る 湾 曲 表 面 が 所 定 間 隔 離 れ る ま で 、 移
動 し 、 前 記 閉 じ た 位 置 で は 、 前 記 一 対 の 顎 部 材 は 移 動 せ ず 、 該 一 対 の 顎 部 材 は 横 方 向 に 所
定 間 隔 を 保 っ て 留 ま る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 一 対 の 顎 部 材 は 、 鉤 形 で あ る と 好 ま し く 、 ま た 、 そ の 遠 端 部 に 、 鋭 角 を 有 す る 湾 曲
し た 先 端 を 備 え る と 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 一 対 の 先 端 は 、 前 記 一 対 の 顎 部 材 の 長 手 方 向 に 平 行 に 延 び 、 か つ 、 前 記 横 方 向 に 所
定 間 隔 離 れ て い る と 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 一 対 の 各 顎 部 材 は 、 前 記 湾 曲 表 面 と 反 対 側 に 平 坦 な 外 表 面 を 備 え る と 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 一 対 の 先 端 及 び 前 記 対 向 す る 湾 曲 表 面 は 、 前 記 閉 じ た 位 置 に あ る と き 前 記 顎 部 材 間
に 楕 円 形 の 空 間 を 形 成 す る よ う に オ ー バ ー ラ ッ プ す る と 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 一 対 の 顎 部 材 は 、 前 記 横 方 向 に オ フ セ ッ ト し た 平 面 に 沿 っ て 前 記 開 い た 位 置 と 前 記
閉 じ た 位 置 と の 間 で 可 動 と な る と 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 一 対 の 顎 部 材 は 、 所 定 量 の 患 部 体 内 組 織 を 引 っ 張 る よ う に 構 成 す る と 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 検 出 す べ き 患 部 体 内 組 織 を 挟 ん だ 状 態 を よ り 確 実 に 確 認 で き 、 か つ 、
患 部 を よ り 安 全 に 処 置 で き る 高 周 波 切 開 器 具 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 の た め の 双 極 高 周 波 切 開 器 具 (内 視 鏡 用 の 高 周 波 切 開 器 具 )
１ ０ の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 高 周 波 電 源 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 可 能 な 双 極 高 周 波 切
開 器 具 １ ０ は 、 例 え ば 米 国 特 許 第 ６ ， ９ ６ ９ ， ３ ８ ９ 号 と 米 国 公 開 特 許 公 報 第 ２ ０ ０ ３ ／
０ １ ９ １ ４ ６ ５ 号 に 記 載 さ れ た 双 極 高 周 波 内 視 鏡 手 術 シ ス テ ム と 連 携 し て 使 用 で き 、 こ れ
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ら 両 開 示 内 容 は 参 照 と し て 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 双 極 高 周 波 切 開 器 具 １ ０ は 、 操 作 部 （ 図 示 せ ず ） と 、 こ の 操 作 部 の 遠 端 部 に 接 続 さ れ た
挿 入 部 ２ ０ と 、 を 備 え て い る 。
　 挿 入 部 ２ ０ は 、 支 持 部 材 ３ ２ （ 図 １ ） と 、 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） 等
の 絶 縁 材 料 で 作 製 さ れ る 細 長 い 可 撓 性 シ ー ス ３ ０ （ 図 ３ ） と 、 こ の シ ー ス ３ ０ を 通 し て 摺
動 可 能 に 挿 入 さ れ た １ 対 の 導 電 性 ワ イ ヤ ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ と 、 支 持 部 材 ３ ２ の 遠 端 部 に 設 け
ら れ て 上 記 導 電 性 ワ イ ヤ ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ に 接 続 さ れ 、 閉 じ た 位 置 （ 図 １ ） と 開 い た 位 置 （
図 ２ ） に 設 定 す る こ と が で き る 、 １ 対 の 電 極 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ と 、 を 備 え て い る 。 な お 、 電
極 １ ０ ａ の 極 性 を 正 と し 、 電 極 １ ０ ｂ の 極 性 を 負 と す る こ と 、 ま た そ の 逆 と す る こ と も 可
能 で あ る 。 さ ら に 、 導 電 性 ワ イ ヤ ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ は 、 そ の 一 方 が 高 周 波 電 源 （ 図 示 せ ず ）
の 正 の 端 子 （ 又 は 負 の 端 子 ） に 接 続 さ れ 、 他 方 が 負 の 端 子 （ 又 は 正 の 端 子 ） に 接 続 さ れ て
い る 。 ま た 、 上 記 の 構 成 に 限 定 さ れ ず 、 導 電 性 ワ イ ヤ ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ を 操 作 用 ワ イ ヤ と す
る こ と で 、 １ 対 の 電 極 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ は 導 電 構 造 と せ ず に 、 外 科 医 （ 執 刀 医 ） に よ る 遠 隔
操 作 の み が 可 能 な 顎 部 材 と し て 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ 乃 至 図 ３ に 示 す よ う に 、 １ 対 の 電 極 （ 顎 部 材 ） １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ を 支 持 す る 支 持 部 材
３ ２ は 、 可 撓 性 シ ー ス ３ ０ の 遠 端 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 支 持 部 材 ３ ２ は 、 硬 質 合
成 樹 脂 等 の 固 い 絶 縁 材 料 で 作 製 さ れ 、 均 一 な 幅 を 有 す る ス リ ッ ト ３ ４ を 形 成 す る た め に 前
方 に 向 け て 延 び る 平 行 な 一 対 の ア ー ム ３ ３ を 有 し て い る 。 こ れ ら ア ー ム ３ ３ の 遠 端 部 の 近
傍 に は ２ 本 の ピ ン ３ ５ が 支 持 さ れ て い る 。 こ れ ら ピ ン ３ ５ は 、 ア ー ム ３ ３ の 側 壁 に 、 所 定
間 隔 離 で 平 行 状 態 を 維 持 し つ つ 、 垂 直 に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 ピ ン ３ ５ は ス テ ン レ ス 鋼
等 で 作 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 １ 対 の 電 極 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ は 、 支 持 部 材 ３ ２ の ス リ ッ ト ３ ４ 内 に 一 部 分 が 挿 入 さ れ
、 ま た 各 ピ ン ３ ５ を 中 心 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 構 成 に よ り 、 こ れ ら 電 極
１ ０ ａ 、 １ ０ ｂ を 、 閉 じ た 位 置 （ 図 １ ） 又 は 開 い た 位 置 （ 図 ２ ） に 設 定 す る こ と が で き る
。
　 よ り 具 体 的 に は 、 閉 じ た 位 置 （ 図 １ ） で は 、 １ 対 の 電 極 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ が 、 そ の 先 端 部
が （ 側 面 視 で ） オ ー バ ー ラ ッ プ し 、 か つ 、 横 方 向 （ 図 ３ に お い て 紙 面 に 垂 直 方 向 ） に 所 定
間 隔 （ 例 え ば 約 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ ～ 約 ０ ． ５ ｍ ｍ ） 離 れ 、 開 い た 位 置 （ 図 ３ ） で は 、 同 先 端 が
（ 図 ３ に お い て 紙 面 に 平 行 な 方 向 に ） 所 定 長 さ 離 れ て 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 電 極 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ の 後 端 部 Ｒ （ 図 ３ ） は 、 導 電 性 ワ イ ヤ ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ に 接 続 し て い
る 。 一 方 、 各 導 電 性 ワ イ ヤ （ 操 作 用 ワ イ ヤ ） ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ は 、 対 応 す る 電 極 １ ０ ａ 、 １
０ ｂ に 接 続 す る 端 部 を 除 い て 絶 縁 チ ュ ー ブ ４ １ ａ 、 ４ １ ｂ で 被 覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 支 持 部 材 ３ ２ の ス リ ッ ト ３ ４ 内 で 電 極 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ が 互 い に 接 触 す る の を 防 止 す る た
め に 、 絶 縁 ブ ロ ッ ク ５ １ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 絶 縁 ブ ロ ッ ク ５ １ は 、 電 極 １ ０ ａ 、 １ ０
ｂ 間 に 配 置 さ れ 、 ピ ン ３ ５ に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。 な お 、 絶 縁 ブ ロ ッ ク ５ １ は 、 例 え ば
ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 等 の 樹 脂 で 作 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 電 極 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ は 、 よ り 詳 細 に は 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 電 極 材 料 で 作 製 さ れ る 作 ら れ
る 鉤 状 の 一 対 の 部 材 で あ る 。 こ れ ら 電 極 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ が 支 持 部 材 ３ ２ に 取 り 付 け ら れ る
と き 、 前 部 Ｆ （ 図 ３ ） は ア ー ム ３ ３ か ら 突 出 し て 前 方 に 延 び 、 後 部 は ア ー ム ３ ３ 間 に 位 置
す る （ 図 ２ ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 各 電 極 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ の 後 部 Ｒ に は 、 ２ 個 の 孔 が 設 け ら れ 、 一 方 に は ピ ン ３ ５ が 貫 通 し
、 他 方 に は 導 電 性 ワ イ ヤ （ ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ ） が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 な お 、 各 電 極 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ の 後 部 Ｒ は 、 図 ３ に 明 示 さ れ る よ う に 、 所 定 角 度 曲 げ ら れ
て い る 。 こ れ は 、 シ ー ス ３ ０ 内 で 導 電 性 ワ イ ヤ ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ が 、 シ ー ス ３ ０ の 軸 方 向 前
後 摺 動 し て 電 極 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ を 、 ピ ン ３ ５ を 中 心 に 回 転 さ せ て 、 上 記 開 い た 位 置 又 は 上
記 閉 じ た 位 置 に す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 各 電 極 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ は 、 対 向 す る 湾 曲 表 面 ６ １ （ 図 ３ ） と 、 該 湾 曲 表 面 ６ １ に 続 き 後
端 部 Ｒ に 形 成 さ れ る 平 坦 面 ７ １ と 、 上 記 湾 曲 表 面 ６ １ の 反 対 側 に 設 け ら れ 略 平 坦 な 外 表 面
６ ２ と 、 該 外 表 面 ６ ２ か ら 連 続 し て 先 端 Ｆ 方 向 に 向 け て 延 び る 曲 面 ６ ２ ’ と 、 を 備 え 、 各
電 極 の 遠 端 部 に は 、 鋭 角 α を 有 す る 先 端 １ １ ｃ が 形 成 さ れ て い る （ 図 ３ ） 。 そ し て 、 閉 じ
た 位 置 に お い て 、 対 向 す る 上 記 湾 曲 表 面 ６ １ は 及 び 先 端 １ １ ｃ に よ り 、 湾 曲 表 面 ６ １ の 長
さ 方 向 に 亘 り 楕 円 形 の 空 間 Ｓ （ 図 １ ） を 形 成 す る 。 こ の 鋭 角 α 及 び 空 間 Ｓ の 大 き さ は 、 実
施 さ れ る 手 術 に 応 じ て 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 外 科 医 が 双 極 高 周 波 切 開 器 具 １ ０ を 開 い た 位 置 に し
て 患 部 に 接 近 さ せ （ 図 ４ ） 、 患 部 に 到 達 す る と 、 同 器 具 １ ０ を 閉 じ た 位 置 に し て 患 部 体 内
組 織 を 挟 ん で 引 っ 張 る 。 こ の と き 、 上 記 先 端 角 度 α 及 び 空 間 Ｓ を 、 患 部 の 状 況 等 に 基 づ き
適 切 に 設 定 す る こ と に よ り 、 検 出 す べ き 患 部 体 内 組 織 が （ 所 定 量 ） 採 取 で き た か 否 か を よ
り 確 実 に 確 認 し た 後 に 、 同 器 具 １ ０ を 閉 じ た 位 置 を 維 持 し た 状 態 で 電 流 を 流 し て 切 開 す る
こ と が で き る の で 、 患 部 を よ り 安 全 に 処 置 す る こ と が で き る 。 な お 、 双 極 高 周 波 切 開 器 具
１ ０ に よ る 手 術 に 際 し て は 、 必 要 に 応 じ て 異 な る 特 性 （ 例 え ば 異 な る 継 続 時 間 、 電 圧 な ど
） の 高 周 波 電 圧 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 双 極 高 周 波 切 開 器 具 の 、 閉 じ た 位 置 に お け る 、 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 双 極 高 周 波 切 開 器 具 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 双 極 高 周 波 切 開 器 具 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 患 部 体 内 組 織 に 接 近 す る 開 い た 位 置 の 双 極 高 周 波 切 開 器 具 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 患 部 体 内 組 織 に 到 達 し 、 患 部 組 織 を 挟 ん だ 閉 じ た 位 置 の 双 極 高 周 波 切 開 器 具 を 示
す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
２ ０ 　 挿 入 部
１ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 　 一 対 の 電 極 （ 顎 部 材 ）
１ ０ 　 内 視 鏡 用 の 高 周 波 切 開 器 具 （ 内 視 鏡 用 の 切 開 器 具 ）
３ １ ａ 、 ３ １ ｂ 　 導 電 性 ワ イ ヤ （ 操 作 用 ワ イ ヤ ）
６ １ 　 湾 曲 表 面
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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